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はじめに

　私は先に「霧社事件の記念碑について」(1)という文（以
下、前稿と呼ぶ）を著わし、台湾南投県の霧社事件紀念公
園を訪ねてそこに設けられた記念碑などの文章を紹介し、
また内容や表現について初歩的な検討を試みた。本稿は、
紙幅の都合でそこに掲載できなかった写真や紹介できな
かった資料について、やはり初歩的な検討を試みるもの
である。なお、公園の名称は、前稿においては公園内の看
板に表記に準じてモーナ＝ルダオ（莫那魯道）公園とした
が、南投県政府のホームページによれば霧社事件紀念公園
となっているので、今回はその名称で呼ぶこととする。
　今回取り上げるのは、霧社事件紀念公園にある、モーナ
＝ルダオの墓について記した碑銘（以下、墓碑銘、と呼ぶ）
とモーナ＝ルダオの銅像（図1～ 2）や霧社原住民抗日群
像の銅像（図3～ 6）が制作されるに至った由来を記した
文章（以下、造像碑銘、と呼ぶ）の二つの文章である。

墓碑銘について

　それではまず墓碑銘について紹介する。墓碑銘は、この
公園の一番奥に設けられているモーナ＝ルダオの墓の前に
置かれている。その文章は以下のとおりである。句読点を
含めて78字であり、文字のサイズや書体、布字状況につ
いては図7を参照のこと。

莫那魯道烈士之墓

烈士於民国前三十九年出生、為霧社馬赫坡社世襲頭目。
在民国十九年霧社抗日事件中、領導抗暴壮烈成仁。其堅
貞不屈之志節、足為青年楷模。謹誌墓前以昭忠魂、以励
来茲。

　中華民国六十三年三月五日

　内容は至って簡単なもので、モーナ＝ルダオの生まれに
始まり、霧社事件での彼の抗日の壮烈な戦いと不屈の精神
を顕彰し、後世の模範とする、とのことである。この墓が
設置されたのはモーナ＝ルダオの遺骨が台湾大学からここ
に移されて埋葬されたことを記念したものであり、台湾大
学から霧社にモーナ＝ルダオの遺骸が移されたのは1973
年10月で、しかも蜂起の当日である10月27日に霧社起義
戦没者紀念碑の前で遺骸安置の儀式が挙行されている。式
においては台湾省政府主席の謝東閔が主祭をつとめ、民政
庁長や南投県長、仁愛郷の首長らと遺族とが儀式に関わっ
ている(2)。なお、この時の儀式は完全に漢民族の方法によっ
て行われたという(3)。なお、この墓碑銘が誰の起草になる
ものかはわからない。

造像碑銘について

　次に造像碑銘について紹介する。造像碑銘は、霧社原住
民抗日群像の近く、道路からは奥の方に置かれている。設
置は民国86年すなわち1997年のことで、10月27日という
日付は、まさにモーナ＝ルダオが霧社公学校を襲撃した当
日である。当時の南投県長であった林源朗氏の起草した文
であり、その文章は以下のとおりである。文章は、記号や
句読点を含めて計537字にのぼり、文字のサイズや書体、
布字状況については図8を参照のこと。

　中日甲午戦後日本拠台、在霧社地区掠奪山地資源、展
開武力威圧、泰雅族人死傷不計其数、復遭日人凌虐、致
使族人痛心疾首、屢思報復。
　莫那・魯道一八八二年生於馬赫坡社、為霧社群主力部
落頭目。泰雅族人恪遵祖先訓示、対内以保有泰雅血脈・
伝統為本、対外則抗拒一切侵犯其領域之強権。
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　莫那・魯道承族人之付託、以抗日為職志、一九三〇年
十月二十七日率領各社抗日志士(4)、発動可歌可泣之、『霧
社抗日事件』、殺死日人一百三十四人、以報血讎。殖民
政府得訊非常震駭、随即調集軍警及官役人伕数千人、在
精鋭武器的支援下、進攻霧社。抗日各部落相継陥落、原
住民乃退入馬赫坡渓岩窟中、継続奮戦。抗日志士以堅強
的意志和同讎敵慨的決心、誓死対抗強権、最後弾尽援絶、
莫那・魯道及抗日志士見大勢已去、自殺成仁、英烈千秋。
　為軫念抗日英雄莫那・魯道及抗日志士堅忍不屈之民族
志節、使忠魂英魄有所憑依、於臺灣光復五十週年、由南
投県風景区管理所所長鄭肇家籌画、黄肇松、楊鴻彰、王
璧良、鄧相揚、黄炫星、魏明仁、魏雨寛、陳景怡、葛伝
宇、李秀玲等之促成、承統一企業集団統合開発股份有限
公司捐贈、委由彫塑家鄧廉懐塑『抗日英雄莫那・魯道銅
像』、『霧社原住民抗日群像』、於霧社抗日事件六十七週
年立像於抗日紀念碑園区、以昭烈士之節操、用慰忠魂、
並励来茲。
 南投県県長　林源朗　【印章】　謹識

　中華民国八十六年十月二十七日

　文章表現や内容には、前稿で検討した霧社起義戦没者紀
念碑記の文に似通ったものが見えている。逐一の訳は省略
することとし、内容を簡単に要約する。日清戦争後、日本
が台湾を支配してから、霧社でも資源の掠奪や暴力的な支
配のため、タイヤル族人には多くの犠牲者が出て、激し
い苦痛を覚え、いずれ復讐の機をうかがっていた。モーナ
＝ルダオは頭目として先祖以来の掟や伝統を守り、強権的
な侵略に抵抗し、抗日の姿勢を掲げた。1930年に抗日霧
社事件を起こして日本人134人を殺害し、血を以て報いた
が、日本軍の攻勢に耐え切れず、最後は自殺した。台湾の
光復50年を迎え、関係の各人士の慫慂により、抗日英雄
である彼の不屈の民族魂を顕彰しそのよりどころとなるも
のとして「抗日英雄莫那・魯道銅像」、「霧社原住民抗日群
像」を作り、後世に伝えるものである、というのが梗概で
ある。
　霧社事件紀念公園に銅像が設置されるに至った理由につ
いては、造像碑銘に「為軫念抗日英雄莫那・魯道及抗日志
士堅忍不屈之民族志節、使忠魂英魄有所憑依」、即ち「モー
ナ＝ルダオらの不屈の民族的精神を悼み、その正しく優れ
た魂魄が宿る憑代とするため」とある。きっかけは「臺灣
光復五十週年」とあるように、節目の年に当たってのプラ
ンニングということになる。そして翌年に完成したのであ
るが、事件五十年目の時の完成を目指して事前に準備を重
ねたという段取りではないらしく、そのため完成は事件か
ら67周年というなんとも半端な数となった。
　造像碑の設置については、銘文に以下の人々の名が列挙
されている（：の右は役割）。

林源朗：碑銘の執筆
鄭肇家：碑の設置の計画
黄肇松、楊鴻彰、王璧良、鄧相揚、黄炫星、魏明仁、
魏雨寛、陳景怡、葛伝宇、李秀玲：碑の設置の援助協力
鄧廉懐：像の作成

　ここに現れる人々については、約20年前ということも
あって年代的に新しく、各種の人名録においても検索でき
ない、あるいはネット上に名が見えても同一人物か判断で
きない人が多く、検討は今後に待ちたい。ここでは一部の
人についてだけ記しておく。

　鄭肇家：造像碑銘では南投県風景区管理所所長の肩書で
あり、のち日月潭風景区管理所長に移った人物かと思われ
る(5)。それ以上の情報は得られなかった。
　黄肇松：ウィキペディアに、台湾のベテランジャーナリ
ストとして載せられている人物かと思われる（1948年2月
16日～）。苗栗県の客家の出身。新聞社の記者や社長など
を歴任し、のち世新大学教授も務めている。出身地の苗栗
は南投県や霧社とはやや離れ、どのような理由で彼がこの
企画に関わったのかは不明である。
　鄧相揚：南投県文学資料館のホームページに情報があ
る。それによると、南投県埔里の客家出身の作家（1951
年～）で、日月潭に関する多くの著書があり、霧社事件に
ついても『碧血英風』（1990年）以来著作を重ね、『抗日
　霧社事件の歴史』（日本機関紙出版センター、2000年）
等の３作は日本語に翻訳・出版されている。翻訳書奥付の
プロフィールによれば、鄧氏の職業は医療検査技師とのこ
とであり、病院勤務の間に接した原住民の人々との交流か
らこの事件について関心を持つようになったという。
　黄炫星：南投県文学資料館のホームページに情報があ
る。それによると、生まれは嘉義県で、現在南投県埔里在
住の作家（1938年～）。南投県や埔里に関する著書がある。
　鄧廉懐：台湾の芸術家（1950年～）。宜蘭県出身で、現
在は台中市に工房を構える(6)。1983年に台北市立美術展で
一位を取って以来、受賞作は多く、また個展もしばしば開
催している。石彫に優品が多い。南投県や霧社と直接の地
縁はないようであるが、場所的に近い埔里で1985年に彫
刻家楊英風氏に師事したことはある。石彫に優れた鄧氏に
なぜ（石彫ではなく）銅像を依頼したのか、そこは不明で
ある。

　以上、知られたところでは、黄肇松氏以外はみな南投県
に何らかの所縁がある人物であり(7)、言わば地元で起こっ
た大事件に対して想いの深い人々と言うことができよう。
　造像碑銘によれば、銅像設置の企画は鄭肇家氏によるも
のであるが、由来を記した碑文は林源朗氏の筆になる。林
氏は当時の南投県県長であり、鄭肇家氏がこの企画を持ち
かける相手としては最適であり、あるいは林氏自身も主体
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的に関与していたかもしれない。
　林源朗氏は1940年12月28日生まれ（ウィキペディアに
よる）。碑設置時の南投県県長で、その役職に1989年12月
20日～ 1993年12月20日、及び1993年12月20日～ 1997年
12月20日、の２期８年間在った（第11・12代の南投県県
長である）。中国国民党の党籍を持つ。注意すべきは林源
朗氏の兄の林洋港氏が中央政界の大物であったことであ
る(8)。林洋港（1927～ 2013年）は、祖先は福建省漳州で
あり、日月潭畔頭社（現在の南投県魚池郷）の生まれで（ウィ
キペディアによる）、その縁であろう、彼もかつて南投県
長を務めている（1967年2月1日～ 1972年6月16日。第5・
6代）。1972年には台湾省政府入りして建設庁長に就任、
このポストは「小内閣」とよばれる省政府委員の中でも大
規模な予算を扱うことができ、「実力」を養える重要ポス
トであった。彼は1976年に台北市長、1978年に台湾省主
席、のち司法院長を務め、蒋経国の後継者とも言われたと
いい、1996年の台湾初の総統直接選挙では李登輝の対立
候補の一人でもあった（得票率14.9％で第4位）。弟の林源
朗が南投県県長で銅像製作を始めた1995年には、林洋港
は総統選出馬のため司法院長も辞職していた時期に当たる
が、弟の建てたこの企画に全く関わっていなかったとも考
えづらい。大企業である統一企業集団の出資などは、地方
の一県長の求めに応じたというよりも(9)、中央政界の有力
者が関わったと見る方がありそうである。話を林源朗に戻
すと、南投県県長をやめた後は特に公職にはついていない
ようであり、情報はない。

霧社事件紀念公園の資料の比較

　ここでは霧社事件紀念公園にある各資料、即ち前稿にお
いて検討した牌坊の文と霧社起義戦没者紀念碑記の文、そ
して今回取り上げた墓碑銘と造像碑銘の文を比較検討す
る。これら４資料は、年代順に並べると、
　牌坊（1953）・霧社起義戦没者紀念碑記（1953）→墓碑
銘（1974）→造像碑銘（1997）
ということになる。前二者は互いに参照しあったか否かは
不明ながら、伝統的な発想と作法に基づく文章であり、似
たような語句や表現を用いた文章であって、悲憤慷慨調の
文であることは先に検討したとおりである。次の墓碑銘ま
では20年を隔てており、その間、モーナ＝ルダオをめぐっ
ても重大な発見があった（後述）。さらには国際状況にも
重大な変化があり、台湾にとっても極めて重大な影響をも

たらすものであった。そして墓碑銘から造像碑銘まではさ
らに23年を隔てている。その間に、台湾内部において重
大な変化が起きている。ほぼ20年を隔てて書かれたこれ
らの資料には、そうした政治的な変化にも起因する違いが
現われているとみられる。以下、各資料の趣旨や文章表現
に着目し、共通点と相違点について述べる。墓碑銘は簡略
な文であるので、造像碑銘を主として検討を加えたい。

◎共通点
　はじめに共通点について見てみよう。関係資料はすべ
て、1930年の霧社事件という惨事を対象とし、日本支配
の酷虐さ、モーナ＝ルダオと彼に率いられたタイヤル族人
の勇敢さ、彼らの痛ましい最期、そして鎮魂と顕彰、とい
うコンセプトにおいては共通している。
　下の表は、造像碑銘とそれに先立つ３資料と共通する語
句を拾って掲げたもので、語句の順序は造像碑銘での登場
の順に並べてある。造像碑銘は長い文章であるが、その割
に過去の３資料を踏まえた表現は少ないと言えるのではな
いか。殊に、共通する語句は、モーナ＝ルダオらへの哀悼
の意のこもった漢文調のものであり、作文上使いやすいク
リシェである。

◎相違点
　次に相違点について見る。
　第一に挙げるべきは、造像碑銘に泰雅（タイヤル）族の
名がはっきりと記されていることである。文章中には泰雅
族人として２度、泰雅として１度現れ、特に後者は「保有
泰雅血脈・伝統」というように民族性にこだわった表現に
なっている。以前の３資料にも、モーナ＝ルダオは馬赫坡
社の首領（頭目）であるという記述はあったが、それは地
名としての表記であって、アイデンティティに関わる民族
集団の名前ではない。今回初めて泰雅族の名が用いられた
ことは、主体である少数民族の立場にシフトしたものとし
て注意せねばならない。また、原住民の語も一度使われて
いる。一方、霧社起義戦没者紀念碑記において用いられて
いた「山胞」の語は全く用いられていない。次に注目すべ
きは、モーナ＝ルダオらの行動につき、「抗日」という語
で表現しており、「日本に対する抵抗」という政治的な運
動として把握されていることである。そしてモーナ＝ルダ
オらについては抗日志士という語で表現され、その語は４
回用いられて最も頻出しており、ほかに抗日英雄の語も使
われる（そもそも個人像の名称が「抗日英雄莫那・魯道銅
像」である）。また、事件の名称についても、墓碑銘と造

牌坊(1953) 成仁 千秋 忠魂
紀念碑記(1953) 可歌可泣 弾尽 大勢已去 成仁
墓碑銘(1974) 霧社抗日事件 不屈之志節 忠魂 烈士 励来茲
造像碑銘(1997) 可歌可泣 霧社抗日事件 弾尽 大勢已去 成仁 千秋 不屈之…志節 忠魂 烈士 励来茲
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像碑銘は「霧社抗日事件」という語を用いている。かつて
霧社起義戦没者紀念碑記において使われた「起義」なる語
はもはや見当たらない。「義」を重視した一種道徳的な見
方を薄め、政治的な立場にシフトした表現とみてよいのか
もしれない。さらに注目しておきたいのは、年の表記であ
る。牌坊・霧社起義戦没者紀念碑記及び墓碑銘においては
民国記年が用いられており、殊に墓碑銘ではモーナ＝ルダ
オの生年を「民国前三十九年」とまで表記している。しか
し、造像碑銘では、碑左端の題こそ民国記年だが、文章中
においては「一八八二年」「一九三〇年」と西暦で表記さ
れている。こうした変化がどのような意図に基づくもので
あるのかは不明であるとせざるを得ないものの、中華民国
記年にこだわらない姿勢として留意する必要はあろう。
　文章の印象としては、牌坊や霧社起義戦没者紀念碑記に
濃厚であった悲憤慷慨調がかなり希薄になったことは明ら
かである。日本の台湾領有について、前者では「臺灣淪陥
五十年」と表現して「国土が賊の手に落ちた」ようなニュ
アンスの言い方になっているが(10)、造像碑銘では「中日甲
午戦後日本拠台」と表現して感情的な色合いを含まない歴
史叙述風の言い方になっていることはそのよい例である。

霧社事件をめぐる記念物の文章について

　私は先に霧社事件紀念公園の牌坊の文と霧社起義戦没者
紀念碑記の文について検討を加え、そして今回は墓碑銘と
造像碑銘の文を取り上げた。これら４点の資料には、牌坊・
霧社起義戦没者紀念碑記（1953年）→墓碑銘（1974年）
→造像碑銘（1997年）というようにそれぞれの間にほぼ
20年の時間差があり、その間の政治的・社会的な動きが
反映された文になっていると思われる。
　初めの1953年から1974年までの間には、国際関係にお
ける台湾の地位が大きく揺らいだという状況がある。すな
わち、1971年10月25日の国連総会において、中華人民共
和国が台湾（中華民国）に代わって中国代表となることが
議決された。これに伴い、日本も翌1972年9月を以て日台
断交へと姿勢を変えた。この決議案が採択されるよりも前
に、台湾は自ら国連を脱退し、「追放された」という体裁
を回避はしたものの、国際関係の中で拠って立つ足場を
失ったことは否定できない。この時期には、霧社事件につ
いて重要な展開があった。すなわち、モーナ＝ルダオの遺
骨の処置である。彼の遺骨は戦前以来、台湾大学人類学科
（旧台北帝国大学土俗学教室）に置かれていたが、それを
霧社に移し、「無名英雄之墓」の後方に埋葬したのであっ
た。墓碑銘はまさにその時期の意識を反映しているもので
ある。この時期のこうした顕彰活動につき、中川・和歌森
は「権力を掌握した外省人による一種の懐柔政策として、
記念碑や墓が建てられたともいえるだろう。」との見解を
述べている(11)。

　次の1974年から1997年の間には、台湾内部において重
要な変化がいくつも起こっている。1975年に、強力な支
配を推進してきた蒋介石が死去する。1987年には、1949
年以来38年間も続いた戒厳がようやく解除される。1988
年には第7代総統の蒋経国が死去し、1990年に李登輝が第
8代総統に就任する。台湾籍を持つ人物が総統になった初
の例である。しかも、6年の任期満了後、1996年に台湾初
の総統直接選挙が行われ、李登輝が第8代総統に当選する
という民主化の進展が甚だしい時期である。そのことは、
1947年に起こった二二八事件について、1994年には立法
院が賠償に応じる決定をして事実上政府の責任を認め、
1995年には李登輝総統が二二八紀念碑の落成式典で国家
元首の立場として謝罪をしていることにはっきりと表れて
いる。そしてこの間には台湾原住民をめぐってもさまざま
な動きがあった。詳細は専論に委ねるとして(12)、立法や
行政において、特に1990年代には原住民を対象とする措
置がとられている。そして、原住民自身による各種の運動
の際に、モーナ＝ルダオが登場することになる。例えば
1990年10月には原住民権利促進会が「莫那魯道精神不死」
の横断幕を掲げて原住民の権利擁護の行進を行っており、
また2004年7月にもまさに莫那魯道公園の銅像の前で「桿
衛原住民主権」をアピールする集会が行われており、モー
ナ＝ルダオをシンボルとする原住民の権利回復をはかる運
動が展開されたのであった(13)。
　以上のように、それぞれの状況に応じ、霧社事件に関す
る記念の文章はその表現や内容において変化を見せてきて
いる。大筋では、漢民族による独善的顕彰に始まったもの
が、原住民の立場に配慮したものへと変わっているとして
よい。しかしながら、最も新しい造像碑銘においてもまだ
問題は残っているとせねばなるまい。モーナ＝ルダオらの
行動について造像碑銘の見方は「抗日」ということであり、
それは大日本帝国の統治全般、特に台湾で行った酷虐な行
為への抵抗運動として位置づけられるように見える。しか
し、モーナ＝ルダオらは特段政治的なスローガンを掲げて
はおらず、日本の統治そのものに対する明白な抵抗運動で
あるということはできるのか(14)。造像碑銘がいみじくも
「思報復」とか「報血讐」という表現を使ったとおり、自
分たちの目の前にいた暴虐な日本人を殺害して報復しよう
とした事件ではないのか。碑はモーナ＝ルダオを「英雄」
と讃えるも、事件の発端においては小学校の行事に乱入し
て婦女子を多数殺害した無差別殺人の徒ではないのか(15)。な
お、造像碑銘は「殺死日人一百三十四人」とだけ言うもの
の、実は漢人二名が誤殺されており、そのことに何か痛み
はないのであろうか。さらには、この事件を受けて日本軍
が出動し、手段を選ばぬ酷薄な弾圧の結果、タイヤル族は
人口が半分以下になるほどのダメージを被ったが、部族全
体を危機に瀕せしめたこうした展開を招いたことについて
のモーナ＝ルダオの「責任」はどうなのであろうか(16)。
　ここまで見たところでは、結局、造像碑銘も、モーナ＝
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ルダオらについて日本に立ち向かったというその意志だけ
を取り上げて華々しく顕彰するのみで、事件の最終的な結
末についてはそれ以上の意見や評価はないようにしか見え
ない。近年この事件について精力的に調査を行った鄧相揚
氏の三冊の著作は大変な労作であるが、書中の見出しや表
現には「碧血英風」といった悲憤慷慨調の伝統的漢語表現
が多用されていて、叙述のレベルは牌坊の段階にまで戻っ
てしまったかのようである。
　呉密察氏は「霧社事件研究の課題」において研究動向を
簡約にまとめた上で、従来は鎮圧側である日本側資料に基
づいた研究と解釈が主であったのに対し、近年は事件の生
き残りである原住民の証言に基づく研究が現われるように
なったこと、その結果、事件をめぐっては多元的な解釈が
展開されるようになってきたことを指摘する。また、呉氏
が「厳粛な事実」として指摘するのは、従来のいわば「日
本側視点」の研究がアカデミズムによるものであるのに対
し、近年の証言発掘がアマチュア史家の手によるものであ
ること、である。このコントラストは事件に関心を寄せ
る人々の姿勢の反映として注目に値する。事件に対する深
い追究としてはこの二つの立場が並び立っているのである
が、現実にはもう一つの立場がある。それは政治的な言説
である。私が前稿で取り上げた牌坊の文と霧社起義戦没者
紀念碑記の文、そして今回取り上げた墓碑銘と造像碑銘の
文はいずれも政治家によって書かれたもので、歴史的な事
実の探究を目的とするものでもなく、事件の当事者（モー
ナ＝ルダオら）の想いの代弁でもなく、第三者の立場か
ら当事者への思い入れや自己の詠嘆を述べた文章になって
いることはここまで見てきた通りで明らかである(17)。それ
故、こうした文章を歴史的な研究の対象とせずに来たこと
は、史実の探究という点からは当然である。しかし、霧社
事件について、特に深い追究心を持たない人にとっては、
公園に残されるこうした政治家の文章によって事件に対す
る認識や解釈が刷り込まれるのではないか。また、こうし
た見方に基づく報道などによっても同様ではないか(18)。
少なくとも、みながみな、アカデミズムの著作によって霧
社事件を理解するものでないことは確実である。そのこと
は、日本近代史に関する日本人の理解が、アカデミズムの
成果に基づくよりかは、一部のマスコミが繰り返す妄説に
よって揺り動かされていることからも容易に想像できる。
してみると、こうした政治家の文章も、歴史認識の形成と
伝播、そしてその探究という作業のためには、決して等閑
視してはならないと考えるのである。モーナ＝ルダオ本人
の意志、それは今からではもはや確認することはできない
ものであろうけれども、事件の経緯と結末の痛ましさを想
う時、「利用」のような姿勢で臨むことには疑問を感じざ
るを得ない(19)。
　事実の追究、正確な理解、適切な表現、この三つにおい
て、霧社事件の記念物は根本的に問題をはらんでいる。し
かしそれらの記念物こそが、最も多くの人の眼に触れるも

のなのではないか。また、霧社事件紀念公園で定期的に挙
行される追悼慰霊の儀式についての報道もまた、多くの人
の目にするものではないか。こうした各種の活動や記念物
についても、検討を加える必要があると思うものである。

注

１　竹内康浩「霧社事件の記念碑について」。
２　巴干・巴萬「霧社事件遺族的心声」167ページ。
３　この経緯については、呉俊瑩「莫那魯道遺骸歸葬霧社
始末」に詳しい。
４　碑のこの文字は「主」が崩れたような何とも妙な形に
なっていて、正直な印象としては「彫り損なった字を直
してごまかした」ように見える。この形ではあてはまる
漢字はないとせざるを得ないが、「抗日志△」という句
の「△」なので、文章の他の部分からここも「抗日志士」
であろうと推測できる。
５　張睦雲「日月譚地区観光衝撃之研究」（国立台中教育
大学社会科教育学系碩士論文、2008年）の48ページに
その記述がある。なお、「台湾漁業経済発展協会簡訊」
2001年11月5日、第2期、の記事にも名が見えている。
但し確証はない。
６　鄧廉懐については、北海道教育大学釧路校佐々木宰教
授（美術教育）より教示を得た。ここに記し謝意を表する。
７　但し、碑銘に現れる名前はすべて漢民族名であって、
実際には原住民の人も混じっている可能性もあり、セ
デック族の人であればむしろ極めて強い関係をもつこと
となる。ちなみに公園があるのは南投県仁愛郷である
が、上記記念物設置時の仁愛郷長はみなセデック族の出
身である（巴干・巴萬「霧社事件遺族的心声」152ページ）。
８　林洋港については、若林正丈『現代アジアの肖像５　
蒋経国と李登輝』を参照した。
９　2019年4月の統計によれば、南投県の人口は495,891
人で、いわゆる台湾省（３省轄市及び11県）の中では
ミドルクラスの7位になる。日月譚という有名観光地を
抱えた県であるが、中央政界を左右するような特別大き
な地域とも思われない。

10　東晋の桓温が軍を率いて北征し、中原に近づいた所
で、「遂に神州をして陸沈せしめ百年の邱墟たらしむ。
王夷甫らの諸人、その責に任ぜざるを得ず」と慨嘆した
言葉などがニュアンスとして近いと思う（『世説新語』
軽詆）。

11　中川・和歌森『霧社事件』103ページ。
12　この経緯は、若林正丈「現代台湾のもう一つの脱植
民地化」、及び王甫昌『族群　－現代台湾のエスニック・
イマジネーション－』に詳しい。

13　以上は清流部落餘生紀念館の展示物に基づく。you 
tubeの餘生紀念館に関する動画（www.youtube.com/
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watch?v=yfzS795Z81k）ページ（音楽付き）を参考と
した。

14　無論、モーナ＝ルダオが直接に書き残した資料がな
いので、彼の意図をきちんと探ることはできない。それ
でも、林えいだい『台湾秘話　霧社の反乱・民衆側の証
言』に納められた証言では、モーナ＝ルダオの視線にあっ
たのは目の前の暴虐な日本人への憎悪であり、政治的な
要求事項もなければ、行動後の具体的なヴィジョンもな
かったように見える（137～ 138ページ）。

15　橋本楚水『あゝ霧社事件』は1930年12月15日印刷、
同20日発行になり、事件が起こってから極めて早いペー
スで執筆出版された本である。書中で最も遅い日付は
「12月15日」であり、ひとまず事態は収拾されたのち
ではあるけれども、現地の詳報はおそらくは届いていな
いであろう。橋本氏の11月25日夜の書入れのある文（該
書174ページ）に「反抗蕃の首魁者も既に自刃したとい
ふ」とあるが、モーナ＝ルダオの死についてはこの時は
まだ不明であり、タダオ・モーナの縊死は12月に入っ
てからで、誤認がある。こうした疑問はあるにせよ、事
件発生以後の警務局の公報や軍司令官のコメントなどの
情報をまとめていて、貴重な本である。中間まとめなが
ら、該書に犠牲者の名前が記してあり（104～6ページ）、
11月1日現在の判明した死者は計75名で、うち巡査や警
手らの妻が11名、子どもが計25名いる。こうした女子
や子どもの殺害については、当初は禁止のはずであった
が闘いの中で停められなくなってしまったというような
証言がある（林えいだい『台湾秘話　霧社の反乱・民衆
側の証言』244～ 227ページ、250～ 251ページ）。

16　鄧相揚『抗日霧社事件をめぐる人々』167～ 168ペー
ジ。

17　1953年7月15日に行われた牌坊や紀念碑の落成式で
は、午前中に献花や拝礼などのセレモニーが行われてい
る。そして午後1時からは山地歌舞大会が行われ、披露
された演目には「感謝猛那頭目」「思念吾祖先」「保衛大
台湾」「朱毛奸匪必亡」等があったという（顧恒湛「主
體缺席的書寫：戰後初期「山胞論述」之歷史初探（1945-
1955）」）。前者二つが事件の当事者へ想いを寄せるもの
であれば、後者二つが当時の台湾にとっての政治的課題
であったことは容易に想像される。「朱毛奸匪」は蒋介
石が1950年前後に毎年出した「告全国軍民同胞書」に
も頻繁に現れる語で、無論、中国共産党の朱徳と毛沢東
を指す。モーナ＝ルダオらの抵抗精神を模範として自分
らも徹底抗戦するという意思の表れであろう。

18　南投県政府のホームページには、2010年11月23日の
記事として、「霧社事件80周年祭典　馬総統肯定愛與和
平」が上がっている。霧社公学校襲撃の日である10月
27日に行われたその祭礼を扱った記事でも、「緬懐原住
民抗日英雄－莫那魯道」「向殉難烈士英霊致敬」といっ
た表現が用いられており、モーナ＝ルダオへの評価は従

来通りに英雄ということになる。
19　南投県政府のホームページによると、南投県民政処
には宗教礼俗科があって、寺廟や慈善事業などの管轄に
当たっている。各種の祭典もその範囲にあるが、その対
象は延平郡王（鄭成功）、忠烈祠春秋二祭、武聖関公、
至聖先師孔子、そしてモーナ＝ルダオであるという。関
羽や孔子と並ぶ存在にまで、ここではモーナ＝ルダオ
は祭り上げられているのである。なお、同じ南投県政府
のホームページには、2018年10月27日の霧社事件88周
年記念行事の記事があるが（配信は10月29日）、注目す
べきことに「英雄」の語が用いられていない。「セデッ
ク族の民族精神と文化伝統を発揚」とか「後世の人々に
追悼と精神の伝承」を期待するといった記述はあるもの
の、モーナ＝ルダオ個人に対する英雄視の表現はない。
これは事件に対する視点の変化なのであろうか。
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関係者各位に感謝の意を表するものである。
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続・霧社事件の記念碑について　－補遺－
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